
                       
第 4 9号 議 案 

 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 6日 
任 用 給 与 課 

 

 

東京都規則等の一部改正の承認について（勤務時間関係） 

 

標記の件について、申請のとおり承認する。 

 

記 

 

Ⅰ 東京都規則等の一部改正（別添） 

1 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

2 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規

則 
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１ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

過去の都職員の在職期間を休暇にも反映させるため、長期勤続休暇について所要の改正を行う。 

項   目 
該 当 条 文  内           容 

長期勤続休暇 

第 26条の２ 

第２項（新設） 

 

【長期勤続休暇における勤続期間の計算方法の見直し】 

※長期勤続休暇 

長期にわたり勤続した職員が、心身の活力を維持し、及び増進させるため

の休暇。勤続15年の場合は引き続く２日、勤続25年の場合は引き続く５日

取得が可能。 

  

 〇勤続年数の算定に関し、これまで都職員としての「引き続く在職期間」のみ

を対象としていた取扱いについて、令和６年度のアルムナイ採用選考の導入

等を踏まえ、都を退職後、再度採用された職員も取得できるよう、引き続か

ない在職期間も通算する方法に見直し 

 〇算定方法について規則上に規定（これまでは要綱に規定して運用） 

 
 

  規則 長期勤続休暇取扱要綱 

現
行 

規定なし 

① 東京都の職員としての引き続

いた在職期間 

② ①に継続する国又は地方公共

団体等の職員としての在職期間

（任命権者の要請に応じて転出

した場合に限る。）で退職手当

又は退職年金算定の基礎となる

期間 

改
正
後 

① 東京都の職員、学校職員又は企

業職員（定年前再任用短時間勤務

職員を除く。）としての在職期間 

②・公益的法人等への東京都職員の

派遣等に関する条例第 18条第

１項に規定する当該特定法人の

役職員として在職した期間 

・職員の退職手当に関する条例第

10条第５項に規定する国家公務

員等としての引き続いた在職期

間及び同条例第 10条の２第２項

に規定する都が設立団体となる

一般地方独立行政法人の役員と

しての在職期間 

削除 

施 行 期 日 

附則第１条 

令和８年10月１日 

経 過 措 置 

附則第２条 

〇本改正により、令和８年３月31日以前に、初めて勤続15年又は勤続25年に

達した者については、令和９年１月１日から令和10年12月31日までの間に

おいて、長期勤続休暇を承認 

 

２ 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則 

「１」と同様の改正を行う。 
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８ 総 人 職 第 5 2 1 号  

令 和 ８ 年 ９ 月 1 5 日  

 

東 京 都 人 事 委 員 会   殿 

 

 

                          東京都知事 

                            小 池 百 合 子 

 （ 公 印 省 略 ） 

 

職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部改正について（申請） 

 

 このことについて、下記のとおり改正する必要があるため、改正後の職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例（平成７年東京都条例第 15号）第 16条に基づき、承認方申請します。 

 

 

記 

 

１ 改正する規則 

  職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則（平成７年東京都規則第 55号） 

 

２ 改正の理由 

長期勤続休暇の対象となる勤続期間の変更に伴い、所要の改正を行う必要があるため 

 

３ 改正案文 

別添のとおり 
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８ 教 人 勤 第 3 2 8 号  

令 和 ８ 年 ９ 月 1 5 日 

 

東 京 都 人 事 委 員 会   殿 

 

 

   東 京 都 教 育 委 員 会 

（ 公 印 省 略 ） 

 

学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部改正について（申請） 

 

 このことについて、下記のとおり改正する必要があるため、学校職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例（平成７年東京都条例第 45号）第 17条に基づき、承認方申請します。 

 

 

記 

 

１ 改正する規則 

  学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則（平成７年東京都教育委員会規則

第５号） 

 

２ 改正の理由 

長期勤続休暇における勤続期間の通算方法の見直しに伴い、所要の改正を行う必要があるた

め。 

 

３ 改正案文 

別添のとおり 
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～ 目 次 ～ 

1 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則（６頁） 

2 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則（11頁） 

規 則 改 正 案 文 一 覧 

別 添 
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職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則 

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

七

年

東

京

都

規

則

第

五

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

第

二

十

六

条

の

二

第

一

項

中

「

勤

続

し

た

」

を

「

勤

続

し

、

そ

の

勤

続

期

間

が

十

五

年

又

は

二

十

五

年

に

達

す

る

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

第

五

号

中

「

国

又

は

地

方

公

共

団

体

等

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

」

を

「

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

（

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

五

十

二

条

の

十

七

、

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

第

二

条

若

し

く

は

外

国

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

等

に

派

遣

さ

れ

る

職

員

の

処

遇

等

に

関

す

る

条

例

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

第

三

十

九

条

第

二

項

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

行

う

研

修

と

し

て

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

又

は

別

に

定

め

る

法

律

、

条

例

そ

の

他

の

法

令

の

規

定

に

基

づ

き

国

、

地

方

公

共

団

体

等

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

が

あ

る

職

員

及

び

退

職

派

遣

等

期

間

」

に

、

「

者

」

を

「

も

の

」

に

、

「

派

遣

が

」

を

「

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

が

」

に

、

「

派

遣

期

間

」

を

「

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

四

項

と

し

、

同

条

中

第

二

項

を

第

三

項

と

し

、

第

一

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 
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２

 
前

項

の

勤

続

期

間

は

、

次

に

掲

げ

る

期

間

の

う

ち

別

に

定

め

る

期

間

を

合

算

し

て

得

た

期

間

を

い

う

。 

一

 

東

京

都

の

職

員

、

学

校

職

員

又

は

企

業

職

員

（

定

年

前

再

任

用

短

時

間

勤

務

職

員

を

除

く

。

）

と

し

て

の

在

職

期

間

（

懲

戒

免

職

そ

の

他

別

に

定

め

る

事

由

に

よ

り

都

を

退

職

し

た

場

合

に

お

け

る

当

該

退

職

前

の

在

職

期

間

を

除

く

。

） 

二

 

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

第

十

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

当

該

特

定

法

人

の

役

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

並

び

に

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

一

年

東

京

都

条

例

第

六

十

五

号

）

第

十

条

第

五

項

に

規

定

す

る

国

家

公

務

員

等

と

し

て

の

引

き

続

い

た

在

職

期

間

及

び

同

条

例

第

十

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

都

が

設

立

団

体

と

な

る

一

般

地

方

独

立

行

政

法

人

の

役

員

と

し

て

の

在

職

期

間

（

以

下

「

退

職

派

遣

等

期

間

」

と

い

う

。

） 

第

二

十

八

条

の

二

第

一

項

中

「

第

十

五

条

」

の

下

に

「

、

第

十

六

条

第

一

項

（

長

期

勤

続

休

暇

を

除

く

。

）

及

び

第

十

七

条

」

を

加

え

、

同

項

た

だ

し

書

を

削

る

。

 

附

則

第

四

条

中

「

第

二

十

六

条

の

二

第

三

項

第

四

号

」

を

「

第

二

十

六

条

の

二

第

四

項

第

四

号

」

に

改

め

る

。 附 

則 

第

一

条 

こ

の

規

則

は

、

令

和

八

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 
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第

二

条
 

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

以

下

「

新

規

則

」

と

い

う

。

）

第

二

十

六

条

の

二

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

く

勤

続

期

間

が

令

和

八

年

三

月

三

十

一

日

以

前

に

勤

続

十

五

年

又

は

勤

続

二

十

五

年

に

達

す

る

こ

と

と

な

っ

た

者

（

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

第

二

十

六

条

の

二

第

二

項

及

び

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

長

期

勤

続

休

暇

の

承

認

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

た

者

を

除

く

。

以

下

「

令

和

七

年

度

以

前

到

達

者

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

令

和

十

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

、

長

期

勤

続

休

暇

を

承

認

す

る

。 

２

 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

令

和

七

年

度

以

前

到

達

者

で

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

も

の

に

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

期

間

に

お

い

て

、

長

期

勤

続

休

暇

を

承

認

す

る

も

の

と

す

る

。 

一

 

令

和

九

年

一

月

一

日

に

お

い

て

、

刑

事

事

件

の

被

疑

者

と

し

て

検

察

官

に

逮

捕

さ

れ

た

者

若

し

く

は

検

察

官

に

送

致

さ

れ

た

者

又

は

被

告

人

と

し

て

刑

事

訴

訟

係

属

中

で

あ

る

者

 

公

訴

が

提

起

さ

れ

な

い

こ

と

が

決

定

し

た

日

又

は

無

罪

判

決

が

確

定

し

た

日

若

し

く

は

有

罪

判

決

（

拘

禁

刑

以

上

の

刑

の

場

合

を

除

く

。

）

が

確

定

し

た

日

か

ら

二

年

を

経

過

す

る

日

が

属

す

る

年

の

翌

年

の

一

月

一

日

か

ら

二

年

間 

二

 

令

和

九

年

一

月

一

日

に

お

い

て

、

懲

戒

処

分

（

別

に

定

め

る

も

の

を

除

く

。

）

を

受

け

た

日

か
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ら

二

年

を

経

過

し

な

い

者

 

当

該

懲

戒

処

分

を

受

け

た

日

か

ら

二

年

を

経

過

す

る

日

が

属

す

る

年

の

翌

年

の

一

月

一

日

か

ら

二

年

間 

三

 

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

令

和

十

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

、

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

七

年

東

京

都

条

例

第

十

五

号

）

第

十

五

条

に

定

め

る

病

気

休

暇

そ

の

他

任

命

権

者

が

定

め

る

事

由

に

よ

り

勤

務

し

な

か

っ

た

期

間

が

当

該

期

間

の

二

分

の

一

以

上

で

あ

る

職

員 

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

三

年

間 

四

 

令

和

九

年

三

月

三

十

一

日

に

お

い

て

六

十

二

歳

に

満

た

な

い

職

員

で

、

当

該

職

員

の

勤

務

成

績

、

欠

勤

の

状

況

、

賞

罰

そ

の

他

が

別

に

定

め

る

基

準

に

該

当

す

る

も

の

 

令

和

十

年

一

月

一

日

か

ら

二

年

間 

五

 

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

令

和

十

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

、

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

（

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

五

十

二

条

の

十

七

、

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

三

年

東

京

都

条

例

第

百

三

十

三

号

）

第

二

条

若

し

く

は

外

国

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

等

に

派

遣

さ

れ

る

職

員

の

処

遇

等

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

六

十

三

年

東

京

都

条

例

第

十

二

号

）

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

三

十

九

条

第

二

項

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

行

う

研

修

と

し

て

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

又

は

別

に

定

め

る

法

9



律

、

条

例

そ

の

他

の

法

令

の

規

定

に

基

づ

き

国

、

地

方

公

共

団

体

等

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

が

あ

る

職

員

及

び

退

職

派

遣

等

期

間

（

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

第

十

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

当

該

特

定

法

人

の

役

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

並

び

に

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

一

年

東

京

都

条

例

第

六

十

五

号

）

第

十

条

第

五

項

に

規

定

す

る

国

家

公

務

員

等

と

し

て

の

引

き

続

い

た

在

職

期

間

及

び

同

条

例

第

十

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

都

が

設

立

団

体

と

な

る

一

般

地

方

独

立

行

政

法

人

の

役

員

と

し

て

の

在

職

期

間

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

が

あ

る

職

員

の

う

ち

当

該

勤

続

年

数

に

係

る

長

期

勤

続

休

暇

の

承

認

を

受

け

て

い

な

い

も

の

 

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

が

終

了

し

た

日

の

翌

日

と

令

和

十

一

年

一

月

一

日

の

う

ち

い

ず

れ

か

遅

い

日

か

ら

、

前

項

又

は

前

各

号

に

規

定

す

る

期

間

と

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

と

が

重

複

し

て

い

る

期

間

に

相

当

す

る

期

間

を

延

長

し

た

期

間 

第

三

条

 

地

方

公

務

員

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

令

和

三

年

法

律

第

六

十

三

号

）

附

則

第

四

条

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

又

は

第

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

採

用

さ

れ

た

職

員

は

、

新

規

則

第

二

十

六

条

の

二

第

二

項

第

一

号

に

規

定

す

る

定

年

前

再

任

用

短

時

間

勤

務

職

員

と

み

な

し

て

、

同

条

の

規

定

を

適

用

す

る

。 
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学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 
令

和

八

年

 

月

 
 

日

 

東

京

都

教

育

委

員

会

 

11



 

 

・
東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

 
 

 

号

 

学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 
学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

七

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

第

二

十

七

条

の

二

第

一

項

中

「

勤

続

し

た

」

を

「

勤

続

し

、

そ

の

勤

続

期

間

が

十

五

年

又

は

二

十

五

年

に

達

す

る

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

第

五

号

中

「

国

又

は

地

方

公

共

団

体

等

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

」

を

「

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

（

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

五

十

二

条

の

十

七

、

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

第

二

条

若

し

く

は

外

国

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

等

に

派

遣

さ

れ

る

職

員

の

処

遇

等

に

関

す

る

条

例

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

第

三

十

九

条

第

二

項

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

行

う

研

修

と

し

て

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

又

は

別

に

定

め

る

法

律

、

条

例

そ

の

他

の

法

令

の

規

定

に

基

づ

き

国

、

地

方

公

共

団

体

等

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

が

あ

る

職

員

及

び

退

職

派

遣

等

期

間

」

に

、

「

者

」

を

「

も

の

」

に

、

「

派

遣

が

」

を

「

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

が

」

に

、

「

派

遣

期

間

」

を

「

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

四

項

と

し

、

同

条

中

第

二

項

を

第

三

項

と

し

、

第

一

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。
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２
 

前

項

の

勤

続

期

間

は

、

次

に

掲

げ

る

期

間

の

う

ち

別

に

定

め

る

期

間

を

合

算

し

て

得

た

期

間

を

い

う

。
 

一

 
東

京

都

の

職

員

、

学

校

職

員

又

は

企

業

職

員

（

定

年

前

再

任

用

短

時

間

勤

務

職

員

を

除

く

。

）

と

し

て

の

在

職

期

間

（

懲

戒

免

職

そ

の

他

別

に

定

め

る

事

由

に

よ

り

都

を

退

職

し

た

場

合

に

お

け

る

当

該

退

職

前

の

在

職

期

間

を

除

く

。

）

 

二

 

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

第

十

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

当

該

特

定

法

人

の

役

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

並

び

に

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

一

年

東

京

都

条

例

第

六

十

五

号

）

第

十

条

第

五

項

に

規

定

す

る

国

家

公

務

員

等

と

し

て

の

引

き

続

い

た

在

職

期

間

及

び

同

条

例

第

十

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

都

が

設

立

団

体

と

な

る

一

般

地

方

独

立

行

政

法

人

の

役

員

と

し

て

の

在

職

期

間

（

以

下

「

退

職

派

遣

等

期

間

」

と

い

う

。

）

 

第

二

十

九

条

の

二

第

一

項

中

「

第

十

六

条

」

の

下

に

「

、

第

十

七

条

第

一

項

（

長

期

勤

続

休

暇

を

除

く

。

）

及

び

第

十

八

条

」

を

加

え

、

同

項

た

だ

し

書

を

削

る

。

 

附

則

第

三

条

中

「

第

二

十

七

条

の

二

第

三

項

第

四

号

」

を

「

第

二

十

七

条

の

二

第

四

項

第

四

号

」

に

改

め

る

。

 

附

 

則

 

第

一

条

 

こ

の

規

則

は

、

令

和

八

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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第

二

条

 

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

以

下

「

新

規

則

」

と

い

う

。

）

第

二

十

七

条

の

二

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

く

勤

続

期

間

が

令

和

八

年

三

月

三

十

一

日

以

前

に

勤

続

十

五

年

又

は

勤

続

二

十

五

年

に

達

す

る

こ

と

と

な

っ

た

者

（

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

第

二

十

七

条

の

二

第

二

項

及

び

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

長

期

勤

続

休

暇

の

承

認

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

た

者

を

除

く

。

以

下

「

令

和

七

年

度

以

前

到

達

者

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

令

和

十

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

、

長

期

勤

続

休

暇

を

承

認

す

る

。

 

２

 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

令

和

七

年

度

以

前

到

達

者

で

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

も

の

に

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

期

間

に

お

い

て

、

長

期

勤

続

休

暇

を

承

認

す

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

令

和

九

年

一

月

一

日

に

お

い

て

、

刑

事

事

件

の

被

疑

者

と

し

て

検

察

官

に

逮

捕

さ

れ

た

者

若

し

く

は

検

察

官

に

送

致

さ

れ

た

者

又

は

被

告

人

と

し

て

刑

事

訴

訟

係

属

中

で

あ

る

者

 

公

訴

が

提

起

さ

れ

な

い

こ

と

が

決

定

し

た

日

又

は

無

罪

判

決

が

確

定

し

た

日

若

し

く

は

有

罪

判

決

（

拘

禁

刑

以

上

の

刑

の

場

合

を

除

く

。

）

が

確

定

し

た

日

か

ら

二

年

を

経

過

す

る

日

が

属

す

る

年

の

翌

年

の

一

月

一

日

か

ら

二

年

間

 

二

 

令

和

九

年

一

月

一

日

に

お

い

て

、

懲

戒

処

分

（

別

に

定

め

る

も

の

を

除

く

。

）

を

受

け

た

日

か

14



 

 

ら

二

年

を

経

過

し

な

い

者

 

当

該

懲

戒

処

分

を

受

け

た

日

か

ら

二

年

を

経

過

す

る

日

が

属

す

る

年

の

翌

年

の

一

月

一

日

か

ら

二

年

間

 
三

 
令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

令

和

十

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

、

学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

七

年

東

京

都

条

例

第

四

十

五

号

）

第

十

六

条

に

定

め

る

病

気

休

暇

そ

の

他

任

命

権

者

が

定

め

る

事

由

に

よ

り

勤

務

し

な

か

っ

た

期

間

が

当

該

期

間

の

二

分

の

一

以

上

で

あ

る

職

員

 

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

三

年

間

 

四

 

令

和

九

年

三

月

三

十

一

日

に

お

い

て

六

十

二

歳

に

満

た

な

い

職

員

で

、

当

該

職

員

の

勤

務

成

績

、

欠

勤

の

状

況

、

賞

罰

そ

の

他

が

別

に

定

め

る

基

準

に

該

当

す

る

も

の

 

令

和

十

年

一

月

一

日

か

ら

二

年

間

 

五

 

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

令

和

十

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

、

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

（

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

五

十

二

条

の

十

七

、

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

三

年

東

京

都

条

例

第

百

三

十

三

号

）

第

二

条

若

し

く

は

外

国

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

等

に

派

遣

さ

れ

る

職

員

の

処

遇

等

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

六

十

三

年

東

京

都

条

例

第

十

二

号

）

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

三

十

九

条

第

二

項

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

行

う

研

修

と

し

て

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

又

は

別

に

定

め

る

法
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律

、

条

例

そ

の

他

の

法

令

の

規

定

に

基

づ

き

国

、

地

方

公

共

団

体

等

に

派

遣

さ

れ

て

い

た

期

間

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

が

あ

る

職

員

及

び

退

職

派

遣

等

期

間

（

公

益

的

法

人

等

へ

の

東

京

都

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

第

十

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

当

該

特

定

法

人

の

役

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

並

び

に

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

一

年

東

京

都

条

例

第

六

十

五

号

）

第

十

条

第

五

項

に

規

定

す

る

国

家

公

務

員

等

と

し

て

の

引

き

続

い

た

在

職

期

間

及

び

同

条

例

第

十

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

都

が

設

立

団

体

と

な

る

一

般

地

方

独

立

行

政

法

人

の

役

員

と

し

て

の

在

職

期

間

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

が

あ

る

職

員

の

う

ち

当

該

勤

続

年

数

に

係

る

長

期

勤

続

休

暇

の

承

認

を

受

け

て

い

な

い

も

の

 

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

が

終

了

し

た

日

の

翌

日

と

令

和

十

一

年

一

月

一

日

の

う

ち

い

ず

れ

か

遅

い

日

か

ら

、

前

項

又

は

前

各

号

に

規

定

す

る

期

間

と

地

方

自

治

法

等

に

よ

る

派

遣

期

間

又

は

退

職

派

遣

等

期

間

と

が

重

複

し

て

い

る

期

間

に

相

当

す

る

期

間

を

延

長

し

た

期

間

 

第

三

条

 

地

方

公

務

員

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

令

和

三

年

法

律

第

六

十

三

号

）

附

則

第

四

条

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

又

は

第

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

採

用

さ

れ

た

職

員

は

、

新

規

則

第

二

十

六

条

の

二

第

二

項

第

一

号

に

規

定

す

る

定

年

前

再

任

用

短

時

間

勤

務

職

員

と

み

な

し

て

、

同

条

の

規

定

を

適

用

す

る

。
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
規
則
第
五
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改
正
案 

現
行 

第
一
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で 

（
略
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
） 

第
二
十
六
条
の
二 

長
期
勤
続
休
暇
は
、
長
期
に
わ
た
り
勤
続
し
、
そ
の
勤
続

期
間
が
十
五
年
又
は
二
十
五
年
に
達
す
る
職
員
が
、
心
身
の
活
力
を
維
持

し
、
及
び
増
進
す
る
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の

休
暇
と
す
る
。 

第
二
十
六
条
の
二 

長
期
勤
続
休
暇
は
、
長
期
に
わ
た
り
勤
続
し
た
職
員
が
、

心
身
の
活
力
を
維
持
し
、
及
び
増
進
す
る
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と

認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
勤
続
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
の
う
ち
別
に
定
め
る
期
間
を
合

算
し
て
得
た
期
間
を
い
う
。 

（
新
設
） 

 

一 

東
京
都
の
職
員
、
学
校
職
員
又
は
企
業
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
を
除
く
。
）
と
し
て
の
在
職
期
間
（
懲
戒
免
職
そ
の
他
別
に
定

め
る
事
由
に
よ
り
都
を
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
前
の
在
職
期

間
を
除
く
。
） 

 

（
新
設
） 

 

二 

公
益
的
法
人
等
へ
の
東
京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
特
定
法
人
の
役
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
並

び
に
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第

六
十
五
号
）
第
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
等
と
し
て
の
引
き

続
い
た
在
職
期
間
及
び
同
条
例
第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
都
が
設

立
団
体
と
な
る
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
役
員
と
し
て
の
在
職
期
間

（
以
下
「
退
職
派
遣
等
期
間
」
と
い
う
。
） 

 

（
新
設
） 

３ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 
（
略
） 

４ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

３ 

（
略
） 

一
か
ら
四
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
か
ら
四
ま
で 
（
略
） 
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五 

前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い

て
、
地
方
自
治
法
等
に
よ
る
派
遣
期
間
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
東

京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
若
し
く
は
外
国
の
地
方
公
共

団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の

規
定
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
て
い
た
期
間
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
三
十

九
条
第
二
項
に
基
づ
き
任
命
権
者
が
行
う
研
修
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た

期
間
又
は
別
に
定
め
る
法
律
、
条
例
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
き

国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
期
間
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
あ
る
職
員
及
び
退
職
派
遣
等
期
間
が
あ
る
職
員
の
う
ち
当
該
勤

続
年
数
に
係
る
長
期
勤
続
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
も
の 

地
方
自

治
法
等
に
よ
る
派
遣
期
間
又
は
退
職
派
遣
等
期
間
が
終
了
し
た
日
の
翌
日

と
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
了

日
の
翌
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
、
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
と
地
方
自
治
法
等
に
よ
る
派
遣
期
間
又

は
退
職
派
遣
等
期
間
と
が
重
複
し
て
い
る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
延
長

し
た
期
間 

五 

前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い

て
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
等
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
期
間
が
あ
る
職
員
の

う
ち
当
該
勤
続
年
数
に
係
る
長
期
勤
続
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

派
遣
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
と
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前

各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
了
日
の
翌
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
か

ら
、
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
と
派

遣
期
間
と
が
重
複
し
て
い
る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
延
長
し
た
期
間 

 

           
 

第
二
十
六
条
の
三
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
六
条
の
三
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で 

（
略
） 

（
特
別
休
暇
等
の
特
例
） 

第
二
十
八
条
の
二 

東
京
都
の
い
ず
れ
か
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
職

員
（
臨
時
的
任
用
職
員
を
除
く
。
）
に
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

採
用
さ
れ
た
年
に
お
け
る
条
例
第
十
五
条
、
第
十
六
条
第
一
項
（
長
期
勤
続

休
暇
を
除
く
。
）
及
び
第
十
七
条
か
ら
第
十
七
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
当
該
退
職
以
前
の
勤
務
と
当
該
採
用
以
後
の
勤
務
と
が
継
続

す
る
も
の
と
み
な
す
。
任
期
の
更
新
を
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。 

（
特
別
休
暇
等
の
特
例
） 

第
二
十
八
条
の
二 

東
京
都
の
い
ず
れ
か
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
職

員
（
臨
時
的
任
用
職
員
を
除
く
。
）
に
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

採
用
さ
れ
た
年
に
お
け
る
条
例
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
の
三
ま
で
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
退
職
以
前
の
勤
務
と
当
該
採
用
以
後
の
勤
務
と

が
継
続
す
る
も
の
と
み
な
す
。
任
期
の
更
新
を
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

た
だ
し
、
東
京
都
の
常
勤
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
定
年
前
再
任
用
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２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

短
時
間
勤
務
職
員
又
は
任
期
付
職
員
等
に
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
条
例

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
（
長
期
勤
続
休
暇
に
限
る
。
）
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

（
略
） 

第
二
十
八
条
の
三
か
ら
第
三
十
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

附 

則 

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
号
中
「
六
十
四
歳
」
と
あ

る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
六
条
の
三
か
ら
第
三
十
条
ま
で 

（
略
） 

 
 
 

附 

則 

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で 

（
略
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
二
十
六
条
の
二
第
三
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
号
中
「
六
十
四
歳
」
と
あ

る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

（
略
） 

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で 

（
略
） 

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で 

（
略
） 
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学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
） 

改
正
案 

現
行 

第
一
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で 

（
略
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
） 

第
二
十
七
条
の
二 

長
期
勤
続
休
暇
は
、
長
期
に
わ
た
り
勤
続
し
、
そ
の
勤
続

期
間
が
十
五
年
又
は
二
十
五
年
に
達
す
る
職
員
が
、
心
身
の
活
力
を
維
持

し
、
及
び
増
進
す
る
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の

休
暇
と
す
る
。 

第
二
十
七
条
の
二 

長
期
勤
続
休
暇
は
、
長
期
に
わ
た
り
勤
続
し
た
職
員
が
、

心
身
の
活
力
を
維
持
し
、
及
び
増
進
す
る
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と

認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
勤
続
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
合
算
し
て
得
た
期
間
を
い

う
。 

（
新
設
） 

一 

東
京
都
の
職
員
、
学
校
職
員
又
は
企
業
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
を
除
く
。
）
と
し
て
の
在
職
期
間
（
懲
戒
免
職
そ
の
他
別
に
定

め
る
事
由
に
よ
り
都
を
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
前
の
在
職
期

間
を
除
く
。） 

（
新
設
） 

二 

公
益
的
法
人
等
へ
の
東
京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
特
定
法
人
の
役
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
並

び
に
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第

六
十
五
号
）
第
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
等
と
し
て
の
引
き

続
い
た
在
職
期
間
及
び
同
条
例
第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
都
が
設

立
団
体
と
な
る
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
役
員
と
し
て
の
在
職
期
間

（
以
下
「
退
職
派
遣
等
期
間
」
と
い
う
。
） 

（
新
設
） 

３ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 
（
略
） 

４ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

３ 

（
略
） 

一
か
ら
四
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
か
ら
四
ま
で 
（
略
） 
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五 

前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い

て
、
地
方
自
治
法
等
に
よ
る
派
遣
期
間
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
東

京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
若
し
く
は
外
国
の
地
方
公
共

団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の

規
定
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
て
い
た
期
間
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
三
十

九
条
第
二
項
に
基
づ
き
任
命
権
者
が
行
う
研
修
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た

期
間
又
は
別
に
定
め
る
法
律
、
条
例
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
き

国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

が
あ
る
職
員
及
び
退
職
派
遣
等
期
間
が
あ
る
職
員
の
う
ち
当
該
勤
続
年
数

に
係
る
長
期
勤
続
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
も
の 

地
方
自
治
法
等

に
よ
る
派
遣
期
間
又
は
退
職
派
遣
等
期
間
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
と
前
項

第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
了
日
の
翌

日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
、
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は

前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
と
地
方
自
治
法
等
に
よ
る
派
遣
期
間
又
は
退
職

派
遣
等
期
間
と
が
重
複
し
て
い
る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
延
長
し
た
期

間 

五 

前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い

て
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
等
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
期
間
が
あ
る
職
員
の

う
ち
当
該
勤
続
年
数
に
係
る
長
期
勤
続
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
者 

派
遣
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
と
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各

号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
了
日
の
翌
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
、

前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
期
間
と
派
遣
期

間
と
が
重
複
し
て
い
る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
延
長
し
た
期
間 

 

第
二
十
七
条
の
三
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
七
条
の
三
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で 

（
略
） 

（
特
別
休
暇
等
の
特
例
） 

第
二
十
九
条
の
二 

東
京
都
の
い
ず
れ
か
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
職

員
（
臨
時
的
任
用
職
員
を
除
く
。）
に
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
採

用
さ
れ
た
年
に
お
け
る
条
例
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
（
長
期
勤
続
休

暇
を
除
く
。）
及
び
第
十
八
条
か
ら
第
十
八
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
該
退
職
以
前
の
勤
務
と
当
該
採
用
以
後
の
勤
務
と
が
継
続
す
る

も
の
と
み
な
す
。
任
期
の
更
新
を
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。 

（
特
別
休
暇
等
の
特
例
） 

第
二
十
九
条
の
二 

東
京
都
の
い
ず
れ
か
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
職

員
（
臨
時
的
任
用
職
員
を
除
く
。）
に
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
採
用

さ
れ
た
年
に
お
け
る
条
例
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
当
該
退
職
以
前
の
勤
務
と
当
該
採
用
以
後
の
勤
務
と
が
継
続
す

る
も
の
と
み
な
す
。
任
期
の
更
新
を
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
東

京
都
の
常
勤
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
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２ 
（
現
行
の
と
お
り
） 

員
又
は
任
期
付
職
員
に
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
条
例
第
十
七
条
第
一
項
の

規
定
（
長
期
勤
続
休
暇
に
限
る
。）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

（
略
） 

第
二
十
九
条
の
三
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
九
条
の
三
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で 

（
略
） 

附 
則 

第
一
条
及
び
第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
三
条 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
号
中
「
六
十
四
歳
」
と
あ

る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

（
現
行
の
と
お
り
） 

附 

則 

第
一
条
及
び
第
二
条 

（
略
） 

（
長
期
勤
続
休
暇
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
三
条 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
号
中
「
六
十
四
歳
」
と
あ

る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

（
略
） 

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
四
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
四
ま
で 

（
略
） 

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で 

（
略
） 
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